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ヘッドライン　化学遺産，遺跡をたずねる Part 2
　現在，目覚ましい発展を遂げた日本の化学工業には，そこに至るまでの歴史が存在する。
しかし，その歴史について教科書で触れる機会はほとんどなく，教員もあまり知識をもって
いないのが現状である。64 巻 1 号「化学遺産，遺跡をたずねる」に続き，今回は特に化学
工業の歴史を，専門の方に解説していただく。
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次号ヘッドライン ここまで進んだ石油・石炭・天然ガス・バイオ
マス利用の化学―天然資源化学への展開

　北見工業大学は，昭和 35 年に北見工業短期大学として創設され，「人を育て，科
学技術を広め，地域に輝き，未来を拓く」を理念に掲げています。平成 29 年 4 月
には，基礎学力が高く幅広い視野と専門性を兼ね備えた工学系人材を育成するた
め，伝統的な教育体制の枠組みを見直し，「地球環境工学科」と「地域未来デザイ
ン工学科」の 2学科 8コースに改組しました。表紙の写真は 1号館（左）と第 1総
合研究棟（右）を撮影したものです。

表紙の言葉　北見工業大学 1号館と第 1総合研究棟


